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地域と大学との関係性構築に関する一考察
―“加茂ヒマワリスプロジェクト”の事例を通じて―
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　まず、18 歳人口については、文部科学省の調査によると、平成以降では平成 4 年度の 205 万人をピー
クに減少しており、平成 24 年度では 119 万人（推計）となっており、ピーク時の６割程度となって
いる。18 歳人口については、平成 32 年度頃まで 120 万人前後であり、その後緩やかに減少していく
ものと予想されている2）。また、厚生労働省の人口動態統計（概数）によると、平成 23 年の出生数は、
約 105 万人であるため3）、18 年後の平成 41 年においては、平成 32 年度と比較しておおよそ 15 万人
前後減少するものと予想できる4）。
　次に、大学設置数の増加である。学校基本調査によると、平成 24 年度における大学の数は 783 校
であり、前年度より 3 校増加している5）。また、18 歳人口ピーク時の平成 4 年度の 523 校と比較す
ると、1.5 倍に膨れ上がっている。そのため、定員割れのする大学が、私立大学で 45.8％（264 校）
にも上っている6）。つまり、大学は、学生を獲得するための競争が激化しているものと考えられる。
　最後に、大学・短大進学率の上昇である。学校基本調査によると、平成 23 年度大学・短大進学率（現
役）は 53.6％であり、平成元年度が 30.5％であったため、22 年間で約 23 ポイントの上昇がみられて































図表 1　社会人基礎力の 3 つの能力・12 の能力要素
（出所）社会人基礎力とは http://www.meti.go.jp/policy/kisoryoku/kisoryoku_image.pdf（2012 年
　　　  11 月 13 日アクセス）より一部抜粋










　2 年目の 2011 年度は、ヒマワリの種を市民に配布したり、ヒマワリの種を畑に植えて、育成し、
種を採るとともに、賛同者（育て人）の勧誘やプロジェクトの認知度の向上を目指し、ヒマワリや
加茂の活性化についてのメッセージを集めることを中心に行った。
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のように向上させ、学生 1 人 1 人が主体的に行動し、課題解決に取り組めるかが重要なポイントと
なる。そのため、そのような視点で、筆者は、行動し、学生達を評価するよう努めることが何より
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及び地道に足で稼ぐ広報活動を行っていく必要がある。今年度は、特に、テレビ番組での報道や新
聞の取材をお願いすることで、かなり認知度を上げることに成功しており、今後も継続していきたい。






























大いに関係している。本学は、1994 年に県央地域の旧 18 市町村の要請により創設された大学であ
り、「公私協力方式大学」である。つまり、本学のミッションは、地域に役立つ人材育成であり、前
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大学（学生）が、果たすべき役割も非常に大きいのも事実である。そのため、1 人 1 人が当課題に




1 ）  拙稿「地域活性化における大学の取り組みに関する研究―“ 加茂留学 ” の事例を中心として」
　　日本商業教育学会『商業教育論集』第 22 集（平成 24 年 3 月）、42 ページ。
2 ）18歳人口および高等教育機関への入学者数・進学率等の推移　　
      http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo4/gijiroku/03101702/001/001.pdf （平成 24 年 11 月 4 日アクセス）
3 ） 平成 23 年（2011）人口動態統計（確定数）結果の概況　　
      http://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/kakutei11/dl/02_kekka.pdf（平成 24 年 11 月 4 日アクセス）
4 ） なお 18 歳人口については、年度換算であり、出生数については、年換算であるため正確に比較することは出来ないが、
　　おおよそ推察されるであろう減少の値を掲載している。　
5 ） 学校基本調査平成 24 年度（速報）調査結果の概要（高等教育機関）　
      http://www.mext.go.jp/component/b_menu/houdou/__icsFiles/afieldfile/2012/08/27/1324976_3_1.pdf
　　（平成 24 年 11 月 4 日アクセス）
6 ） 日本経済新聞 Web 版「私大の 45.8％が定員割れ　今春、３年ぶり４割台 」平成 24 年 8 月 27 日、 
      http://www.nikkei.com/article/DGXNASDG2502C_X20C12A8000000/　（平成 24 年 11 月 4 日アクセス）
7 ） 学校基本調査、前掲資料。
8 ）社会人基礎力（METI/ 経済産業省）http://www.meti.go.jp/policy/kisoryoku/about.htm（平成 24 年 11 月 13 日アクセス）
9 ） 高橋一行編『加茂ヒマワリスプロジェクト 2011 成果報告』（報告書）ヒマワリスプロジェクト実行委員会、1 ページ。
10） 拙稿、前掲論文、42 ページ。
11） 同上論文、42 ～ 43 ページ。
【参考文献】
１．拙稿「地域活性化における大学の取り組みに関する研究―“ 加茂留学 ” の事例を中心として」
　　日本商業教育学会『商業教育論集』第 22 集（平成 24 年 3 月）、41 ～ 46 ページ。
２．高橋一行編『加茂ヒマワリスプロジェクト 2011 成果報告』（報告書）ヒマワリスプロジェクト実行委員会、1 ～ 8 ページ。
３．学校基本調査平成 24 年度（速報）調査結果の概要（高等教育機関）　
      http://www.mext.go.jp/component/b_menu/houdou/__icsFiles/afieldfile/2012/08/27/1324976_3_1.pdf
　　（平成 24 年 11 月 4 日アクセス）
４．社会人基礎力（METI/ 経済産業省）http://www.meti.go.jp/policy/kisoryoku/about.htm（平成 24 年 11 月 13 日アクセス）
５．社会人基礎力とは http://www.meti.go.jp/policy/kisoryoku/kisoryoku_image.pdf（2012 年 11 月 13 日アクセス）
６．18 歳人口および高等教育機関への入学者数・進学率等の推移　　
      http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo4/gijiroku/03101702/001/001.pdf （平成 24 年 11 月 4 日アクセス）
７．日本経済新聞 Web 版「私大の 45.8％が定員割れ　今春、３年ぶり４割台 」平成 24 年 8 月 27 日、 
      http://www.nikkei.com/article/DGXNASDG2502C_X20C12A8000000/（平成24 年 11月4日アクセス）
８．平成 23 年（2011）人口動態統計（確定数）結果の概況　　
      http://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/kakutei11/dl/02_kekka.pdf（平成 24 年 11 月 4 日アクセス） 
